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G GrS 5S 6，0 0　　　2．0　　0　　　2．0　　0　　　2．0　　α　　　2．O
@　　　Concentration　of　Na＋　（mg／1） 4　ま　　と　　め
Fi9・5　Concentration　of　Na＋in　each　snow　layer　　新潟県南西部噛・妙高山麓の南東斜面で標高の異なる2
N：Newly　fallen　snowr：Settled　snow　　　　　　　　　　　地点（杉ノ原スキー場の「中頂」及び山麓の「杉野沢」）
G：Granulated　snow　　　　　　　　　　　において，4回にわたって積雪を全層及び層別に採取す
，　　　　　　　　　ると共に降雪を採取し主要化学成分を分析した結果，以
イオン成分は降雨や積雪層内の雪粒子の変態等にともな　　下のことが判明した．
う再結晶過程によって上層から下層に移行している3，1°，2°）　1）降雪量で重み付けした降雪中の各種化学成分の平均
ものと考えられる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　濃度は，山頂より杉野沢での濃度が高く，それらの降
Table4にはマーカーで特定した新規積雪層より下の　　　下量も多かった．　pHは，山頂で4B8，杉野沢で4．71と，
積雪層と前回調査した積雪全層中に含まれる成分量の差　　　約α2杉野沢で低かった．
（2回目一1回目，3回目一2回目，4回目一3回目）を　　2）降雪及び積雪全層での，nssSOナに対するNO3一
示した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の当量濃度比は両地点ともほぼα3で，この地域にお
山頂では，積雪水量の減少の小さかった2月9日～2　　　ける雪の酸性化にはSO42一の寄与が大きいものと考え
月24日（3回目一2回目）の期間におけるNa＋，　Cr，　　　られる．また，　nssCa2＋に対するNH♂の当量濃度比
SO’一等で増加が見られたが，他の期間では多くの場合　　　は両地点とも1以上であり，中和にはNH’の寄与が
大きいものと考えられる．
Table4　Differences　in　observed　ion　amounts　　3）積雪全層中に含まれる化学成分量は，山頂では時間
fo「two　samPling　times　　　　　　　　　の経過とともに含有量が増加しだのに対し，杉野沢で
2nd＿1st　3rd＿2nd　4th＿3rd　　　は融雪により含有量の低下が見られた．
Top　of　the　ski　ground　　　　　　　　　　　　　　4）新規積雪中の各成分濃度は，両地点とも降雪よりも
Wate「eq．（㎜）　　－27　　d4　　－41　　　　低く，その濃度差は杉野沢で大きいことから，新規積
SOナ　（mg／㎡）　－160　　106　　　2　　　　雪においても両地点とも化学成分の流出があったもの
NO♂　　（皿g／㎡）　　－39　　　30　　　－22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と考えられる．Cr　　　（mg／㎡）　　－358　　　215　　　。33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）積雪を層別に採取し，化学成分の分布を時間を追っH＋　　（mg／㎡）　　　－1　　　　1　　　　0
Na・　（mg／㎡）　－183　　103　　－16　　　　て調べたところ・積雪層内でイオン成分は上層から下
K＋　　（mg／㎡）　　－12　　　6　　　0　　　　層へ移行することが確認された．
Ca2＋　（m9／㎡）　　－16　　　11　　　輌3　　　　本研究は，1992年度国立環境研究所委託業務「東アジ
NH♂　（mg／㎡）　　麟19　　　11　　　0　　　アにおける酸性，酸化性物質の動態解明に関する研究」
Suginosawa@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の一環として実施されたものである．　　Water　eq．（m）　　－19　　－43　　－2
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査にあたりご協力いただきました妙高杉ノ原スキー@　　SO’印　（mg／㎡）　　－57　　－15　　　－42
NO♂　（mg／㎡）　　－24　　－2　　－23　　　場の方々に深謝致します・
Cl－　　（mg／㎡）　　－143　　　39　　　－69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　　献H÷　　（mg／㎡）　　　－1　　　－1　　　　0
Na＋@　（mg／㎡）　　－82　　　18　　－37　　　1）村松郁栄，佐藤　滋，梅林　正，武田　徹，加藤　明
K＋　　（mg／㎡）　　　　4　　　－7　　　－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：雪氷，52，1（1990）．Ca2＋　（皿g／㎡）　　　－3　　　－1　　　－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）気象ハンドブック編集委員会：気象ハンドブック，NH4＋　（mg／㎡）　　　－7　　　－1　　　－4
P．104（1984）．
3）　Suzuki　K．：Jap．　J．　Limnol．：43，102（1982）．
124　　　　　　　　　　　　　新潟県衛生公害研究所年報　第8巻　1992
4）Cadle　S．H．，　Dash　J．　M．，　Grossnickle　N．　E．，　　　2年3月．
Water　Air　Soil　Pollut．，22，303（1984）．　　　　13）森山　登：第33回大気汚染学会講演要旨集，　p．238
5）Semkin　G．，　Jeffries　D．：Water　Air　Soil　Pollut．，　　（1992）．
31，215（1986）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）Tsunogai　S．，　Fukuda　K．，　Nakaya　S．：J．
6）Cadle　S．H．，　Dasch　J．　M．，　KoPPle　R．Vl：Envi－　　　Meteor．　Soc．　Japan，53，203（1975）．
ron．　Sci．　Techno1．，21，295（1987）．　q5）Fukuda　K．，　Tsunogai　S．：Tellus，㎜，
7）Hultberg　H．：Water　Air　SoilPollut．，7，279（1977）．　　　514（1975）．
8）Johannessn　M．，　Henriksen　A．：Water　Resour．　16）角皆静男，品川高儀：地球化学，11，1（1977）．
Res．，14，615（1978）．　　　　　　　　　　　　　　17）Ichikuni　M．二J．　Geophy．　Res．，83（C12），6249
9）ロス・ハワード，マイケル・パーレイ；田村　明（監　　　　　（1978）．
訳）：奴酸性雨”，p．20，（1987），新躍社．　　　　　　18）竹内丑雄：地球化学，14，30（1980）．
10）Tranter　M．，　Brimblecombe　P．，　Davies　T．　D．，　19）Larson　L．W．，　Peck　E．　L．：Water　Resour．
Vincent　C．　E．，　Abrahams　R　W．，　Blackwood　I．　　　Res．，10，857（1974）．
：Atmos。　Environ．，20，517（1986）．　　　　　　20）Colbeck　S．C．：Water　Resour．　Res．，17，ユ383（1981）．
11）日本雪氷学会：積雪観測法，昭和40年1月．　　　　　21）Bales　R．　C．，　Sommerfeld　R．　A．，　Kebler　D．　G．
12）環境庁大気保全局：酸性雨等調査マニュアル，平成　　　　：Atmos．　Environ．，24A，2749（1990）．
